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1. はじめに

1984年2月，海洋科学技術センタ ーの潜水調査船「しんかい2000J vcより実施した駿河湾潜航調査の
概要を報告する。との調査は，駿河湾の中央を南北K走る駿河トラフの中軸部，伊豆半島土肥西方沖 13初

の水深約 1,55 0 mの地点を中心K行われた。駿河トラフはプレート の収束境界といわれ，大きな地殻変動が

考えられている。その証拠は，トラフ底やトラフを挟む斜面K記録されているはずであb，今回の調査はと

の変動地形・地質を詳細K観察するととを目的とした。

2. 「しんかい 2000」とその調査方法

潜水調査船「しんかい 2000」（写真1）は全長9.3m，重さ 24トンの水深2,000mまで潜航可能な有

人潜水調査船で，内径 2.2mの耐圧球の左かKパイロ ット ，コパイロットそして観測者の 3名が乗船できる。

観測者はマ y トの上に座るか横K左る姿勢で，前方の直径9cmの窓から投光器Kより照らされた船外を観

察するととができる。船外の様子は，カラービデオで収録でき，ステレオカメラもある。また，船内

から操作できるマニピュレータが1基あb，擦の採取等が可能である。

今回の調査では，合計6回の潜航調査ができた。いずれも，まずトラフ底K降り，その後，伊豆半島側

あるいは静岡側の斜面をのぼるルー

トをとった。海底での調査時聞は2

～3時間で，最大移動距離は水平1.5

km，垂直方向vc3 7 0 mであった。
「しんかい 2000」の測位は，調査

地点の中央K設置されたトランスポ

ンダ1基Kより，母船「左つしを」

を経由して行われた。

3. 観察結果

調査航跡図を第 1図K，調査概要

を第1表K示す。調査海域では駿河

寝静

場跡

写真1 潜水調査船「しんかい 2000J 
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第 1図 調査海域の地形（Nu6 3 6 25 ）と「しんかい2000」潜航調査航跡

T Pはトランスポンダーの位置を， 1～6は潜航回数を示す。
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第 1回潜航時K横切った，深さ 2～

写真2 水深1,53 0 mの駿河トラフ底，底質は泥，

巣穴やゴカイの棲管が認められる。
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第 1表 潜航調査の概要

潜航 潜航
調査ルート 観測者 海底調査時間

回数 年月日
1 1984. 駿 河

リ」 崎 2時間28分(88) 2.1 7 トラフ底
2 
2.18 伊豆側 加藤 2 : 3 8 

(89) 斜面
3 
22 0 
静岡側

山 崎 3 : 0 3 
(90) 斜面
4 
2.21 
静岡側

加藤 2 : 4 0 (91) 斜面
5 
2.23 伊豆側斜面 山 崎 2 : 2 2 (92) 

6 
2.2 4 静岡側 加藤 2 : 5 1 (93) 斜面

（注） 潜航回数中（）内は，通算潜航回数を示す。

～ 3mのチャンネルでは北からの0.4

ノッ卜程度の比較的速い流れが観察

された。両側の斜面K向かうK従い

しだいK傾斜がついてくるが，とれ

Vと伴い巣穴や棲管の数は減少した。

(2）伊豆側斜面

伊豆半島側斜面は20～30度の急

斜面が続き，ととろどとろK岩盤が

露出していた（写真3）。マニピ z

レータKよる岩盤の採取を試みたが，

硬いため歯が立た左かった。をた付

着 $

視 程

1 m以下

3 m 

Zm  

2m 

4 m 

2m 

時 の 採取底質
流向・流速 採取水深
120 u 
0.3～0.4kt 
7 0° 
0.1 kt 

徴 弱
砂岩礁
1,3 5 Om 

15 ou 泥岩礁の一部
0.2k t 1.4 9 5 m 
5 0° 

一0.1～0.2kt 
3 2 0° 凝灰質砂岩
0.1 kt 1,4 95 m 

近K転石も左〈，結局伊豆側斜面で 写真3 水深1,510 mの伊豆但u急斜面の麓の露頭

の試料採取はでき左かった。露出岩石は黒色を呈し，集塊岩状あるいは角際岩状のものや一枚岩のよう左岩

盤もあった。表面が黒色K見えるのは，水酸化物のコーティングKよるものと考えられ，母岩の色をそのま

まあらわしているとはいえない。岩盤Kは，イソギンチャクやサンゴ状の生物が付着しているととが多い。

岩盤露出域以外は，かえi:!？の急斜面Kもかかわらず，軟かい泥が認められた。 2回の潜航で，いずれも小さ

左海底谷にはいb，伊豆半島側斜面には，小さな海底谷が発達しているととがうかがえる。伊豆半島側斜面

で観察された岩盤はいずれも火山岩らしし伊豆半島を構成する湯ク島又は白浜層群の一部と推定される。

(3）静岡側斜面

静岡側斜面は，伊豆半島側K比べると，平均 15～2 0度の傾斜の斜面で，階段状の地形が顕著である。

階段状地形は幅100～500 m程度，高さ 50～150 m 程度のものがくり返し認められた。地層の露出部分は，

伊豆半島側K比べすく左〈，階段状地形の急崖のととろK部分的K認められた。露出する地層は，未固結泥

層や円程寝層で，とれらの礁を 3個採取するととができた。第4回潜航では，斜面麓の急崖下の泥層を十分K

観察するととができたのマニピュレータで掻くととのできる程軟かいもので，水平層理も認められた。サン

プノレ採取を試みたが，軟らかすぎてつぶれてしまい採取はでき左かった。また，第3回及び第4回潜航で認

められた円楳層はノレーズ左ものであった。第 6回潜航では，水深1,30 0 m付近K節理叉は断層Kよって直線
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的Kそそりたつ急、崖も認められた。従って，目視観察の結果からは，トラフK近いととろに比べ， トラフか

ら離れるK従い堆積層の固結度が高い，すなわちょ b古い地層が存在する可能性が高い。

探取サンプルは，第 3'4' 6回潜航で各 1試料採取できた。第3回潜航では，水深1,35 Omの急崖で採

取したもので，灰色砂岩の円礁である。か左P硬いもので，海底K露出していた部分は黒〈コーティングさ

れていた。中生代四万十層群から左る際と推定される。

第4回潜航では，水深1,495mの平坦地で軟かい泥の中にあった直径約60 cmのプロッ！ク化した礁の一部

を採取した。礁は，全体では亜円礁であるがブロッ ク化がすすみ，現地性K近いものと考えられる。との礁はや

や硬吋尼岩で多数の有孔虫を含み， Globorotaria tosaensisが1個体みられた。とれを積極的陀開面すると，

3M aより若し鮮新世と更新世の境界より古い程度，す左わち掛）11層群の堀ノ内層相当と考えられる。ま

た，ナンノ化石は， Coccoli thus pelagicus, Cyclocargol i thus Leptopora, Cyclocargo 1 i thus Nncinty-

rei, Reticulofenesta cf. pseudoumbil icaが同定され，中期左いし後期鮮新世と考えられる。

第6回潜航で採取した灰色の凝灰質粗粒砂岩の円陳は，急崖下の水深1,495mの地点で採取された。との

醸から有孔虫は産出され左かったが，ナンノ化石は，Coccolithuspelagicus, Helicosphaera carteri が

同定され，第4回潜航で採取した泥岩同様の時代と推定される。

静岡側斜面は，露出した地層や探取した礁から，若い堆積岩からなb，しかも ，最下部の トラフ平坦面と
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第 2図 第 2回から第6回潜航の地形断面と地層の分布状況

Sは調査開始地点，Eは調査終了地点を示す。
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の接点Kは極めて新しい地層も認められ，伊豆半島側とは対照的であった。

4. まとめと考察

第2図K，第 1回潜航を除く 5回の潜航調査の地形断面図を示す。 前述のようなトラフをはさむ両側斜

面の地形と地質の違いをみるととができる。

駿河トラフは，伊豆半島側のフィリヒ・ン海フ．レートが，静岡側のユーラシアプレートの下K沈みとむプレ

ート境界と考えられている。屈折法Kよる海底地震波速度構造調査の結果（村内ほか， 198 2 ）やマルチチ

ャンネノレ反射法音波探査断面図（加藤ほか， 1983)VL:は，駿河トラフから静岡側斜面下K傾き下がる構造

がとらえられている。加藤ほか（ 19 8 3）は，断面図の静岡側斜面の下部K逆断層を認め，静岡慣｜劇面はとの

変位によって階段拠出形が形成されるいわゆる付加フ・リズムと考えた。ととで検討された断面位置は駿河湾の外側

であるが，第 3図K示す断面は，第 1図の第4回潜航ルートの約50 Om北側をほぼ東西K走る測線での48

チャンネノレマルチチャンネノレ反射法音波探査（桜井・茂木， 198 0 ）のマイグレージョン後の深度変換断面

図である。との断面図からみると，静岡側斜面は加藤ほか（ 1983）の指摘した付加プリズムK似た構造と

200 150 100 

第3図 潜航地点付近を横切るマルチチャンネノレ反射法音波探査記録
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マイグレージョン後の深度変換断面図，黒丸を結ぶ糠がなよその潜航調査区域を示す。
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いえる。静岡側斜面の海底面が切れたように見えるのは階段状地形を示しているものと考えられる。

一方，駿河トラフの北方延長に位置するE陵群Kは，階段状地形の急崖下K活断層が存在し，その変位過

程から付加プリズム構造を呈している（山崎， 198 4 ）。

とうしてみると，潜航調査Kないて静岡側斜面で観察された階段状地形は，規模がやや小さいもののプレ

ートの沈み込みK伴う付加プリズムであると考えられ，露出する地層もとれを支持している。

5. おわりに

目視観察が中心となる「しんかい 2.00 0」潜航調査は，いわば状況証拠のみを提供するように見えるが，

対象海域の詳細左地形，地質データのある海域では，有効左補完的役割を果たすと考えられる。今後の海底

地形，地質分野での「しんかい 2000」の活用が期待される。

今回の調査計画実現K協力いただいた地質調査所海洋地質部長水野篤行氏，海上保安庁水路部企画課長佐

藤任弘氏，海洋科学技術センター深海研究運航室長堀田宏氏，潜航のど指導をいただいた同室司令加藤洋氏，

「しんかい 2000」パイロット井田正比古，田代省三両氏，更K試料の有孔虫分析をな願いした地質調査所

西村昭氏，ナンノ化石分析をしていただいた奈良教育大西国史朗氏K対レ心から感謝の意を表します。
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